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歲時記

2. 연중행사와 세시풍속이란?

家例

節日 月令 時令

・

光孝天皇

太政官 太政大臣 藤原基経 年中行事御障子文  

神事

御服 御畵 廢朝 雜穢

養老律令  弘仁儀式  

三代儀式 弘仁十年

平安時代前期 朝廷 儀式 編纂 通說 三代儀式 貞觀十四年十二月
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貞觀儀式  

延 

喜式 弘仁儀式 貞觀儀式     

有職故

實 公家

政

事年中行事

正月 四方拝 御藥 供 朝賀 小朝拝 元日節會 朝勤行幸 二宮大饗 臨時客 視告朔 敍位 七日を す

節會 女敍位 女王祿 縣召除目 御粥 御薪 踏歌節會 射礼 賭弓 內宴 卯杖 若菜 子日遊

外記政始

二月 祈年祭 釋奠 春日祭 列見 位祿定

三月 曲水宴 草餅 石淸水臨時祭

四月 更衣 孟夏旬 擬階奏 灌仏 駒牽 賀茂祭

五月 菖蒲 獻 端午節會 馬場騎射 賑給を す

六月 忌火 御飯 神今食 節折 施米の

七月 乞巧奠 盂蘭盆 相撲

八月 釋奠 定考 石淸水放生會 仲秋觀月 駒牽

九月 不堪佃田奏 重陽宴 例幣

十月 更衣 玄猪 射場始

十一月 五節 新嘗祭 豊明節會

十二月 御仏名 追儺 荷前 內侍所御神樂

有職故實  

年中行事繪卷 後白河上皇

節會 繪卷

和歌

宮廷公事

現在 儀式 書名 十卷  

律令格 施行細則 集大成 古代法典 延喜五年八月 醍醐天皇 藤原時平、

長 十二名 編集委員 編纂 完成 延長五年十二月

有職故實 河鰭實英 塙書房  

年中行事繪卷 平安時代後期 恒例 臨時 公事 行事 祭礼 法會 盛儀  

繪卷 表現 繪卷物 古今著聞集 畵図 後白河院御時 年中行事。  、

松殿 鑑賞用 後世 記

錄用 作品



武家 公家社會

応仁 亂の

京都

德川家康 江戶幕府

俳諧

誹諧  

初學抄 齋藤德元編 四季 詞の

年中行事

3. 근세시대의 와 연중행사歲時記

歲時記 季題 季語 例句

季寄 四民月 

令 荊楚歲時記 行事曆 生活曆   

日本歲時記 東都歲事記    

作法書 歲時記

万葉集 卷八 卷十  

古今和歌集 古今和歌六帖    

和歌 部立  

歌合

雜部 夫木和歌抄  

連歌

二條良基 連理秘抄  

俳文學大辭典 角川書店  
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連歌新式 知連抄 梵灯 長短抄      

宗砌 初心求詠集 兼良 連珠合璧集    

肖柏 連歌新式同追加並 今樣等に  

紹巴 白髮集 連歌至宝抄 紹巴    

季寄 草はなひ  

  

  

季題  

毛吹草  

增山井  

連歌四季之詞 俳諧四季之詞

  

連歌之詞 俳諧之詞

一

四方拝 星 唱 氷樣 屠蘇 藥・ を ・ ・ ・

子 若水 井開 筆試 腹・ ・つゝみ ・ ・

赤贄 曆開 國栖笛 子日 小松・ ・ ・ ・

引 若菜 菜摘 蓴菜摘 芹 白・ ・ ・ ・ ・

馬 卯杖 縣召 霰走・ ・ ・ ・かざしの

綿 御薪 睹弓 梅 枝謠・ ・ ・ が

朝賀 小朝賀 院拝礼 毘沙門功德経 三物連歌 裏白連歌・ ・ ・ ・ ・

七日 菜摘川神事 御齋會 常陸帶齋・ のこなかけ・ ・ ・ ・えびす

祭 初寅參 綱引 踏歌節會 左義長 平岡御・ ・ ・ふくわかし・ ・ ・

粥 師子頭神事 松 內 厄神參 御忌 廿日団子 具足餅・ ・ の ・ ・ ・ ・

鳥追 千壽万歲 水 文 節・ ・ ・ かけいはひ・けさう ・ほうびき・

振舞 呂 調 鶯 樂 鶯笛 年玉 年德 方 若・ の ・ の ・ ・ ・ ・え ・ えびす

年男 書初 謠初 松 弓始 始 藏開 門神・ ・ ・ ・ ばやし・ ・きそ ・ ・

棚 鏡餅 雜煮 大 數 子 伊勢 祝・ ・ ・ ぶく・にしざかな・ の ・ えび

掛鯛 組付 栗 串柿 代 柚・ ・ほうらいの ・ほだはら・かち ・ ・ 々

柑 柑子橘 野老 芋頭・ のみ・ いはふ・ いはふ・ひらきまめ・ふ

山椒 皮とばし・かざりわら・しだ・ゆづるは・はぜ・ の

二 祈念祭 春日祭 大原祭 仏別・ ・ ・

二月堂 行 薪 能 吉野餅 初 彼岸 同二日灸の ・ の ・ くばり・ の ・ ・

同出替 初午 水間寺初午詣 道明寺祭 遺敎経 涅槃像・ ・ ・ ・ ・ ・

石塔 淺間祭 時宗踊念仏・ ・

三
須磨 御祓 巳日祓 南祭 鎭花の ・ ・ ・

祭 杯 小弓引・ ながし・

曲水宴 桃 酒 蓬餅 鷄合 住吉塩干 土佐海 石山祭・ の ・ ・ ・ ・ ・ ・

粟津祭 一乘寺祭 水尾祭 吉野會式 天台・ ・ ・やすらひはな・ ・

礼拝講 比良祭 壬生念仏 嵯峨大念仏 淺草祭 御身拭・ ・ ・ ・ ・ ・

御影供 高雄仁和寺 女 詣 順 岑入・ の ・ の ・いろりふさぐ



四

更衣 靑簾 扇給 神祭 大神祭・ ・ ・ ・

稻荷 松尾 平野祭 梅宮 廣・ ・ ・ ・ ・

瀨 龍田 日吉祭 賀茂 同御形・ ・ ・ ・

吉田祭 榊取 灌仏・ ・ ・

袷 風爐 茶 茶 詰 筑麻祭 水屋 能 頭 山崎祭・ の ・ を ・ ・ の ・ひの ・

戒檀堂開帳 仏 生湯 山科祭 八瀨 多賀 堅田祭 大・ ・ の ・ ・ ・ ・ ・

津祭 管宮 八幡 山王 千団子 葵祭 關白賀茂詣 嵯峨・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

祭 地主祭 向明神 当麻法事 土塔會 日光 花供 煮酒・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

百日 行 蚊帳釣初・ の ・

五
獻菖蒲 茨 藥草摘 藥玉・あやめ ・ ・

競馬 引折 日・ ・ の

競馬足揃 松本祭 百草摘 藥日 菖蒲刀 菖蒲酒 菖蒲酢・ ・ ・ ・ ・ ・

同湯 粽 端午 祝 藤森祭 關明神 宇治 今宮 室明・ ・ ・ の ・ ・ ・ ・ ・

神 兩社祭 住吉御田植 山田御田扇・ ・ ・ ・おばらざし

六 氷室 祇園會 川社 御祓・ ・ ・

氷餅 祇園會 津島祭 熱田 竹生島いはふ・ ・ ・ ・いつくしま・ ・

江戶山王 嘉祥食 伊勢祭礼 博多 富士詣 座頭涼 鞍馬・ ・ ・ ・ ・ ・

竹切 志渡寺祭 愛宕 千日詣 橋立祭 御手洗 天滿天神・ ・ の ・ ・ ・

御祓 賀茂水無月能 住吉御祓 土用干・ ・ ・

七
七夕 願 糸 銀河 庭 立琴・ の ・ ・ の ・

律 調 玉祭 相撲 山祭の ・ ・ ・みさ

攝待 揚灯籠 北野御手水 七日 花揃 岑入 文珠會 淸・ ・ ・ の ・ ・ ・

水寺千日詣 頭 三井寺 女 詣 盂蘭盆 內裏御灯・あんごの ・ の ・ ・

籠 施我鬼 聖靈祭 生見玉 送火 花火 踊 盆・きりこ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

入のつと

八
北野祭 生放 八幡祭 司召 駒・ ・ ・ ・

迎

祝 水秡祭 堺天神祭 白髭開帳 敦賀祭 志賀八たのむの ・ ・ ・ ・ ・

幡 豊浦祭 宇佐宮 箱崎 芋名月 御靈祭 桑名・ ・ ・ ・ ・ ・

九
御灯 暖酒 住吉市 野 宮別・ ・ ・ の ・

菊 綿のきせ

舍利會 醍醐祭 御香宮 鞍馬 貴布称 生玉 下鳥羽 四・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

位宮祭 伊勢奉幣 白河祭 小倉 岩倉 粟田口 一宮 神・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

田明神 岡崎 山口祭 吳服 半女祭 鳥羽竹田 座間 天・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

滿鏑流女 太秦 淀 木幡 師子谷 逆髮祭 北山 鳴瀧・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

津村 豆名月 今年米・ ・

十 更衣 弓場始 殘菊宴・ ・

神送 爐開 茶口切 亥子 達磨忌 十夜法事 興福・ ・ ・ いはひ・ ・ ・

寺法花會 維摩會 金比羅祭 日蓮忌 東福寺開山忌 大社・ ・ ・ ・ ・

神事 惠美酒講 神・ ・ むかへ

十一

平野祭 春日祭 梅宮祭 松尾・ ・ ・ ・

大原野 吉田 北祭 豊 明 神・ ・ ・ の ・

樂 榊葉謠 求子 東遊 庭火・ ・ ・ ・ ・

小忌衣 日 糸・ かげの

曆奏 冬至 鎭魂祭 子祭 御火燒 山 神祭 韋 祭・ ・ ・ ・ ・ の ・ がふ ・

空也忌 五節 一向宗開山忌 大師講 新嘗祭 三島酉市・ ・ ・ ・ ・ ・

宇嘉祭 御祭・

十二

荷前使 仏 御名 衣・ の ・ くばり・み

年木 年 守 節ぐしあげ・ こる・ を ・

折 儺名・

弟子朔日 溫槽粥 大德寺開山忌 寒垢離 曉 鉢扣 和布・ ・ ・ ・ の ・

苅神事 齋宮繪馬 年籠・ ・

  

季寄 季吟 山之井  

增山井  

俳諧番匠童 糸屑     

誹諧 綱目をだまき   

誹諧通俗志  

わくかせわ   

糸切齒 根やきおほ   

 

諸國年中行事 文運東遷 
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角川版 図說俳句大歲時記  

季題分類 新年 春 夏 秋 冬 統計

時候

天文

地理

人事

宮廷行事

國家 武家行事・

民間行事

宗敎

宮廷

神道

仏敎

忌日

特殊行事

動物

植物

統計

・

尾形

季語 考証 果 役割 指 實体 明の の たすべき は それが している を らかにすることよりも それがどのよう、 、

経路 辿 詩語 系列 中 組 入 各時代 作家 詩語な を って の の へ み れられていったか もしくは の たちがそれを と、

受 取 思 描 明 主眼してどう け り そこにいかなるイメージを い いたかを らかにすることに がある、 。

図說俳句大歲時記 新年 角川書店  



        

4. 별 기고 의 분류, ( )歲時記 季語

時候 天文 地理 人事 宗・

敎 動物 植物

年中行事 歲時風俗 人事 宗敎

歲時記

立圃編  

春 夏 秋 冬

季語數 人事 宗敎

德元著  

春 夏 秋 冬

季語數 人事 宗敎

重賴編  

春 夏 秋 冬

季語數 人事 宗敎

季吟著  

春 夏 秋 冬

季語數 人事 宗敎

新年

連歌四季之詞  

俳諧四季之詞
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祭・

神祭 大神祭 平野祭 日吉祭 祭・ ・ ・

    

公家

5. 하이카이시치부슈 에 나타난 연중행사( )俳諧七部集  

俳諧七部集  

あ    

野 續猿蓑ら   

釋敎部 荒野集卷之六 雜部  

年中行事內十二句 年中行事內十二句

供屠蘇白散

初 人次第いはけなやとそなめ る

春日際

鳥居 藤 哉としごとに の のつぼみ

石淸水臨時祭

沓音 哉もしづかにかざすさくら

灌仏

日 洗 仏達けふの やついでに ふ

端午

瘦 葵付 髮薄おも て たる し

施米

明 米 虫臭うち てほどこす ぞ き

乞巧奠

菜 七夕草 覺わか より ぞ えよき

駒迎

爪髮 旅も のすがたやこまむかへ

撰虫

草 葉 足の や のおれたるきりぎりす

十月更衣

玉 衣 花しきの かへよとかへり

芭蕉 一代撰集中 重要 七部 一二冊 冬 日 日 野 猿蓑の はるの あら ひさご すみ           

續猿蓑 蕉風 経典 俳諧大辭典 明治書院だら     



五節

舞姬 幾 指 折に たび を にけり

追儺

脇 鬼 面 芭蕉七部集おはれてや にはづるゝ の   

供屠蘇白散 淸涼殿 屠蘇酒 白散・

春日祭 申日 奈良春日神社

石淸水臨時祭 午日

石淸水八幡宮

灌仏 端午 施米

乞巧奠 駒迎 撰虫 乞巧奠

駒迎

近江 逢坂關

駒迎

撰虫 嵯峨野

虫合 山之井  

今 世 賀茂侍の も な

求 奉 侍ど ここかしこより めて り、 る

更衣

五節 丑日 舞姬

宝歷三年

追儺

部立

  

彼岸會

新日本古典文學大系 芭蕉七部集 岩波書店  、 、

建武年中行事  近頃 絶 甲斐 御馬 一兩年 出 望月は えたり の ぞ この おこし でられたる ばかり。 、 。

今 絶 日本年中行事辭典 鈴木榮三編 角川書店は まで えず、   、 、 、

山之井 貞門俳諧集 日本俳書大系刊行會  、 、
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彼岸 一夜二夜まへさむさも かな 路通 猿蓑  

門建直 町 相談す の 孤屋

彼岸過一重 花 咲立の の て 野坡 炭俵  

彼岸

涅槃會

神垣やおもひかけず涅槃像 芭蕉 野あら  

負 母てくる おろしけりねはんぞう 鼠彈 野あら  

常みのむしや のなりにて涅槃像 野水 猿蓑  

涅槃像

江戶 歲事風俗誌の  

灌仏會

元興寺

灌仏 日の 生 逢 鹿 子哉に れ ふ の 芭蕉 野あら  

灌仏 釋迦 提婆 從弟や と は どし 之道 續猿蓑  

灌仏 其頃淸の ししらがさね 尙白 野あら  

灌仏 井戶やつゝじならぶる のやね 曲翠 續猿蓑  

江戶 歲次風俗誌の  一向宗

盂蘭盆會

江戶 歲次風俗誌 小野武雄 講談社の  

芝場町 藥師 芝增上寺 回向院 上揭、、、、、、

書



魂祭舟 酒 手向より を けり 龜洞 野あら  

軒とうきびにかげろう や玉まつり 洒堂 炭俵  

顔 玉笹 露にこぼるゝ の 里圃

此盆 實 母 問は の のあと て 馬けん

有付 行出羽 庄內て の 沾圃 續猿蓑  

鰯引おもしろと けり盆 月の 含 口 占 野あら  

踊 醉るべきほどには て盆 月の 李由 炭俵  

盆 月の 門ねたかと をたゝきけり 野坡 炭俵  

無緣仏

  

江戶 歲事風俗誌の

精靈祭 淨土寺

日蓮 御影講 おめいこ

う

柚 柿も もおがまれにけり御影講 沾圃 續猿蓑  

釋迦成道 禪寺

臘八 ろうはち

臘八腸 見 納豆汁をさぐりて れば 許六 續猿蓑  

大師講 だいしこ

う

何のあれかのあれけふは大師講 如行 續猿蓑  

弘法大師 御影供 みえい

く

帶賣 戻 連立花の り ぐもり 孤屋

御影供 人ごろの のそはつく 利牛

二日灸 出ほかほかと のいぼひ 野坡 炭俵  

注 前揭書
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.６ 맺는 말

・

參考文獻【 】

図說俳句大歲時記 新年 冬 角川書店・  

日本風俗史學會編 日本風俗史事典 弘文堂・   

鈴木榮三 日本年中行事辭典 角川書店・   

民俗學會編 民俗學辭典 民俗苑・   

大塚民俗學會編 日本民俗辭典 弘文堂・   

新日本古典文學大系 芭蕉七部集 岩波書店・   

松江重賴 岩波文庫 毛吹草 岩波書店・   

河鰭實英 有職故實 塙書房・   

田中宣一 年中行事 硏究 櫻楓社・ の  

民俗學硏究所編 年中行事図說 岩崎書店・   

齋藤隆三 江戶 雄山閣・ のすがた  

遠藤元男他 名 年中行事 歷史學 弘文堂・ の  

市古夏生校訂 東都歲事記 上 下 筑摩書房・ ー  



小野武雄 江戶 歲事風俗誌 講談社・ の  

山中裕 平安朝 年中行事 塙書房・ の  

井本農一 私 季語手帳 小學館・ の  

喜田川守貞 近世風俗誌 岩波書房・   

朝倉治彦校注 人倫訓蒙図彙 平凡社・   

要 旨

本硏究 近世時代 發生 年 過 現在 日本 國民文學 廣 愛 行は に して が ぎた までも の として く され われて、 、

俳句 当時出版 歲時記 季寄 通 近世 生 日本人 生活 変化 考察いる と された と を して を きた の とその を したもので、

ある。

近世時代 出版文化 補給 發達 文學 目覺 変化 見 庶民文學 世 廣には の と によって も ましい を せる として に まっ。

俳諧 歲時記 季寄 俳諧作品集 出版 補給 一層流行た は と そして の と で していく、 、 。

文獻 收 年中行事 古 伝 宮廷 年中行事 武家 年中行事それらの に められている には くから わってきた の と の だ、

庶民 日常生活 密接 關係 持 歲時風俗 網羅 特 人事 宗敎 分類けではなく の と な を つ が されていた に と として、 。 、

季語 半數以上 古來 行事 庶民 年中行事 織 混 近世人 生活樣式 変化 把握される には が の と の が り ぜ の とその を す、

資料 当時實際 諸年中行事 行 關 斷定るによき である しかし それらの が われていたかどうかに しては できず。 、

追求 必要さらなる が であろう、 。

当時 俳諧作品 通 季語 意味 変化 捉 實際 多また の を しては それぞれの の とその を えることができた く、 、 。 、

季語 歲時記 季寄 收錄 作品 一句 見 場合 多 多の は や などには されているが としては も つからない が かった く、 。

詠 季語 幾 限 歲時記 載 行事 行 言まれる は つかと られていて に っているといってすべての が われていたと って、

作品 詠 言 實際行 言として まれていたと って われていたとも えない、 、 。

本硏究 近世 文獻 以前 歲時記資料 網羅 現代 歲時記 時候 天さて は の だけではなく のすべての を した の を、 、

文 地理 人事 宗敎 動物 植物別 詳細 分類 季語 年中行事 關係 明 分布 表に に し と の を らかにし その を と、 、

提示 分類 日本人 生活樣式 歲時風俗 硏究 廣 活用して した これらの は これからの の と を するに く できよう。 、 。

以上 分析 限 作品集 基 多 俳諧作品集 調査しかし の は られた に づいているだけに これからはもっと くの を、 、

分析 總合的 結論 導 今後 課題・ して な を くべきであろう これは の にしたい。 。

: 歲時記 季寄 年中行事 歲時風俗 俳諧七部集 毛吹草キーワード ・ ・ ・ ・ ・
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